ゴキブリ科５種に対するベイト剤４種の
効力試験及び１個体あたりの摂食量
○小 松 謙 之
（（株）シー・アイ・シー）
【背景】　ワモンゴキブリ・クロゴキブリなど、高密度で発生している現場がある。また、近年、チャバネゴキブリ以外の種が都市の建築物内外で発見、防除の事例が増えている。防除には飛散や臭気の少ないベイト剤が使用されることが多いが、チャバネゴキブリ以外に効果があるか不明な点が多い。そこで、害虫として重要な大型ゴキブリ科５種に関して、市販されているベイト剤の効力試験を実施した。また、各ベイト剤の用法用量では、0.3～2.0g／㎡となっているが、大型のゴキブリ類はベイトを食べる量も多い事が予想されるため、致死にいたるまでの各種ベイト剤摂食量を調べた。
【方法】　供試したゴキブリは、ワモンゴキブリ、トビイロゴキブリ、コワモンゴキブリ、クロゴキブリ、イエゴキブリの５種。摂食量の対象としてチャバネゴキブリの感受性系統を使用した。ベイト剤はマックスフォースジェルＫ、マックスフォースマグナム、ミサイ
ルジェルＤ、アドビオンLSジェルの４種を使用した。供試虫各10頭（♂5、♀5）を放したプラスチックケースに所定のジェル剤1～1.5gをスポット塗布したスライドガラスを配置し、ベイト剤のみを摂食させた。1日1回、10日間観察し、各試験は3回繰り返した。ジェル剤の摂食量はコントロールを作り実験後の数値を補正した。
【結果・考察】　致死率はアドビオンLSジェル、マックスフォースマグナムはすべてのゴキブリで100％。マックスホースジェルＫはトビイロゴキブリ、コワモンゴキブリ、クロゴキブリの3種が100％。ミサイルジェルＤはトビイロゴキブリのみが100％となった。強制摂食を10日間継続しても致死しない場合、野外のほかに摂食できる物がある状態では防除効果は少ないと考えられる。各ゴキブリの摂食量は薬剤によって差があり、即効性と遅効性の違いが摂食量の違いに関係していると考えられた。
本講演要旨は発表者に承諾のうえ、書式例として掲載させていただきました。


適宜修正のうえ、ご使用ください。


なお、確認後、このテキストボックスは削除してください。








